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は
じ
め
に

『
輿
車
図
考
』
は
、
松
平
定
信
（
一
七
五
八
〜
一
八
二
九
）
が
京
・
江
戸
の
国
学
者
ら

の
協
力
を
得
て
著
し
た
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
乗
り
物
文
化
の
故
実
研
究
書
で
あ

る
。
輿
や
車
に
つ
い
て
、
車
種
や
部
品
な
ど
に
着
目
し
て
一
〇
五
個
の
項
目
に
分
け

（
表
1
参
照
）、
古
記
録
や
有
職
故
実
書
な
ど
か
ら
該
当
部
分
を
抜
き
書
き
し
、
そ
れ
ら

を
元
に
復
元
図
を
作
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
成
立
し
た
、

い
わ
ば
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
史
料
を
博
捜
し
た
成
果
で
も
あ
り
、
現
代
に
至
る

ま
で
そ
の
利
用
価
値
は
高
い
。

従
来
の
研
究
は
、『
輿
車
図
考
』
の
分
析
視
覚
な
ど
を
継
承
し
た
上
で
、
さ
ら
な
る

緻
密
さ
と
史
料
分
析
の
充
実
を
図
っ
て
き
た①
。
し
か
し
、
今
一
度
、
原
点
に
立
ち
戻

り
、『
輿
車
図
考
』
の
史
料
的
価
値
を
見
極
め
、
本
書
が
何
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
か

ら
何
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

『
輿
車
図
考
』
は
古
代
・
中
世
の
乗
り
物
文
化
の
様
相
を
示
す
古
記
録
な
ど
か
ら
の

抜
粋
と
、
松
平
定
信
の
私
案
及
び
復
元
図
か
ら
成
り
立
つ
。
そ
の
中
で
、
古
記
録
な

ど
文
献
史
料
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
大
半
を
、
様
々
な
校
訂
作
業
を
経
た
刊

本
で
、
現
在
の
我
々
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
、
本
書
の
善
本
を
追
究
す

る
た
め
の
写
本
研
究
の
必
要
は
な
く
、
諸
写
本
の
比
較
分
析
も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
松
平
定
信
が
ど
の
古
記
録
を
選
び
、
そ
の
中
の
ど
の
部
分
を
ど
の
よ

う
に
抜
き
出
し
た
か
を
確
認
す
る
作
業
は
、
国
学
研
究
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
も
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
、
古
代
・
中
世
の
乗
り
物
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
も
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
『
輿
車
図
考
』
の
諸
写
本
を
比
較
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、

諸
写
本
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

一
、『
輿
車
図
考
』
諸
写
本
の
基
礎
的
デ
ー
タ

（
１
）『
輿
車
図
考
』
の
写
本

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、『
輿
車
図
考
』
の
写
本
に
は
以
下
の
も
の
が

あ
る
。
順
に
、
番
号
を
付
し
て
い
く
。

1
：
国
会
（
手
稿
本
、
零
本
、
三
冊
）　

2
：
国
会
（
一
二
冊
）　

3
：
内
閣
（
一
二
冊
）

4
：
内
閣
（
六
冊
）　

5
：
静
嘉
（
六
巻
六
冊
）　

6
：
静
嘉
（「
車
輿
考
並
図
」、
一
冊
）

7
：
宮
書
（
二
巻
二
冊
）　

8
：
京
大
（
一
冊
）　

9
：
東
大
（
一
二
冊
）　

10
：
東
大
（
零
本
、
一
冊
）　

11
：
東
大
史
料
（
草
稿
、
金
子
文
書
の
内
）　

12
：
東
北
大
狩
野
（
六
巻
一
冊
）　

13
：
明
大
（
一
二
巻
一
二
冊
）

14
：
日
比
谷
加
賀
（
三
巻
三
冊
）　

15
：
神
宮
（
二
冊
）

こ
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
1
（
国
会
・
手
稿
本
）

『
輿
車
図
考
』
の
諸
写
本
に
つ
い
て

京　

樂　

真 

帆 

子
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表１　『輿車図考』写本一覧
写本名

項目
故実
叢書本

国会
①本

国会
②本

内閣
①本

内閣
②本

静嘉
堂本 山田本 宮内

庁本 紀州本 東大本 編纂
所本 狩野本 黒川本 加賀

文庫本
神宮
文庫本

1 輿車起源 上 × 1 1 1 1 × 上 1 × × 1 1 上 ×
2 鳳輦 上 × 2 2 1 1 × 上 2 × × 2 2 上 1
3 葱花輦 上 1 2 2 1 1 × 上 2 × × 2 2 上 1
4 腰輿 上 1 2 2 1 1 × 上 2 × × 2 2 上 1
5 小輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
6 車輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
7 屋形輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
8 肩輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
9 手輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
10 坂輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
11 塵取輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
12 四方輿 上 × 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
13 網代輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
14 袖輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
15 張輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
16 板輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
17 塗輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
18 女房輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
19 籠輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
20 荷輿 上 2 3 3 2 2 × 下 3 × × 3 3 上 1
21 唐車 下 × 4 4 2 2 × × 4 1 × 4 4 中 2
22 輦車 下 × 4 4 2 2 × × 4 1 × 4 4 中 2
23 糸毛車 下 3 4 4 2 2 × × 4 1 × 4 4 中 2
24 鴨毛車 下 3 4 4 2 2 × × 4 1 × × 4 中 2
25 雨眉車 下 × 5 6 3 3 × × 6 1 × 6 5 中 2
26 檳榔庇車 下 × 5 6 3 3 × × 6 1 × 6 5 中 2
27 網代廂車 下 × 5 6 3 3 × × 6 1 × 6 5 中 2
28 半蔀車 下 × 6 5 3 3 × × 5 × × 5 6 中 2
29 檳榔毛車 下 × 6 5 3 3 × × 5 × × 5 6 中 2
30 文車 下 × 7 7 4 4 × × 7 1 × × 7 中 2
31 網代車 下 × 7 7 4 4 × × 7 1 × × 7 中 2
32 大八葉車 下 × 8 8 4 4 × × 8 1 1 × 8 中 ×
33 小八葉車 下 × 8 8 4 4 × × 8 1 1 × 8 中 ×
34 出衣 下 × 8 8 4 4 × × 8 1 × × 8 中 ×
35 屋形 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
36 上葺 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
37 箱 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
38 廂 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
39 半蔀 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
40 眉 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
41 棟融 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
42 棟 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
43 袖 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
44 軒格子 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
45 物見板 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
46 長物見 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
47 開戸 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
48 軾 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
49 傍建 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
50 前板 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
51 高欄 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
52 轅 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
53 雨皮付 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
54 軛 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
55 鴟尾 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
56 軸 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
57 輪 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
58 輻 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
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59 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
60 轄 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
61 轉 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
62 釭 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
63 氈 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
64 簾 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
65 下簾 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
66 中引 下 × 9 9 5 5 × × 9 1 × × 9 中 ×
67 畳 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 中 ×
68 榻 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 中 ×
69 手長例 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 中 ×
70 路次間持人例 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 中 ×
71 雨皮 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 下 ×
72 鞦 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 下 ×
73 綱 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 下 ×
74 車輻 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 下 ×
75 牛童 下 × 10 10 5 5 × × 10 × × × 10 下 ×
76 車乗下 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
77 乗車後 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
78 新車乗始 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
79 放輪舁 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
80 車立様 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
81 途中礼 下 × 11 11 6 6 × × 11 × × × 11 下 ×
82 神輿 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
83 仏輿 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
84 経輿 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
85 雉輿 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
86 菖蒲輿 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
87 金作車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
88 半庇車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
89 餝車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
90 透袖車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
91 四望車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
92 漆塗車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
93 筵張車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
94 板車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × 1 × 12 下 ×
95 服者車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
96 諒闇車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
97 文車 下 × 12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
98 力車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
99 大車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
100 荷車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
101 空車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
102 指南車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
103 轜車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
104 水車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×
105 小車 下 × 5・12 12 6 6 1 × 12 × × × 12 下 ×

所蔵者 国会
図書館

国会
図書館

国立公
文書館

国立公
文書館

静嘉堂
文庫

静嘉堂
文庫

宮内庁
書陵部

東大附属
図書館

東大附属
図書館

東大史料
編纂所

東北大
付属
図書館

明治
大学
図書館

東京
都立
図書館

神宮
文庫

請求番号 WA31-10 は-12-22 147-530 147-551 80-9 丙-1-4 209-96 G26-397 G26-1021 3071.34 6-18290-1 0991-359 加賀文庫1061 7-2327

形態 3巻 12 冊 12 冊 6 冊 6 冊 1 巻 2 冊 3 冊
（12 冊） 1冊 （影写本） 1 冊（6巻） 12 冊 3 冊 2 冊

註：項目は故実叢書の目次の表記に依った。但し、副題は省略した。
　　京都大学文学研究科所蔵本は省略した。
　　 また、紀州本は現在は三冊の形態であるが、元の一二冊の形態での掲載場所を示した。同様に、狩野文庫
本は、現在は一冊の形態であるが、元は六巻である。表はその巻数で示した。
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と
、
影
写
本
を
デ
ジ
タ
ル
閲
覧
に
供
し
て
い
る
11
（
東
大
史
料
）
以
外
は
、
す
べ
て

原
本
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
成
果
を
含
め
、
以
下
、
各
写
本
の
紹
介
を

行
う
。

（
２
）『
輿
車
図
考
』
諸
写
本
の
紹
介

各
写
本
に
つ
い
て
、①
請
求
番
号
②
形
態
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

ま
た
、
各
写
本
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
表
1
「『
輿
車
図
考
』
写
本
一
覧
」
に
ま
と
め

た
。
こ
の
表
は
、『
輿
車
図
考
』
の
目
次
に
載
せ
る
一
〇
五
個
の
項
目
に
対
応
す
る
記

事
が
ど
の
巻
・
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

各
写
本
が
ど
の
項
目
記
事
を
有
し
、
ど
れ
を
欠
い
て
い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
以
下
、『
輿
車
図
考
』
の
項
目
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
、
こ
の
表
に
付
し
た

項
目
番
号
で
示
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
蔵
書
印②
な
ど
を
元
に
、
各
写
本
の
呼
び
名
を
私
に
付
け
て
い
く
。

1
：
国
会
（
手
稿
本
、
零
本
、
三
冊
）　

※
国
会
①
本

①
請
求
番
号　

W
A31-10　

②
三
巻

国
会
図
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。
貴
重
書
で
あ
る
た
め
一
般
の
閲
覧
対
象
と
は
な

ら
ず
、
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る③
。「
帝
室
図
書
館
」

の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

文
字
が
美
し
く
、
丁
寧
な
書
体
で
あ
る
。
ま
た
、
図
に
は
彩
色
が
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
美
し
い
。
但
し
、
焼
損
の
跡
が
激
し
く
、
文
字
の
読
解
に
一
部
難
が
あ
る
。

ま
た
、
全
巻
が
そ
ろ
わ
な
い
の
も
惜
し
ま
れ
る
。

間
島
由
美
子
氏
の
研
究
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
松
平
定
信
に
よ
る

清
書
本
（
正
本
）
で
あ
る④
。『
輿
車
図
考
』
に
は
善
本
追
究
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
先

述
し
た
が
、
も
し
こ
の
正
本
が
全
巻
そ
ろ
っ
た
完
本
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
古
代
・
中

世
の
乗
り
物
文
化
研
究
の
成
果
、
お
よ
び
、
国
学
研
究
の
実
態
を
考
え
る
に
多
大
な

る
貢
献
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
国
会
①
本
」
と
呼
ぶ
。

2
：
国
会
（
一
二
冊
）　

※
国
会
②
本

①
請
求
番
号　

は
-12-22　

②
一
二
冊

国
会
図
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。
現
在
は
一
二
冊
の
和
綴
本
と
な
っ
て
い
る
が
、

偶
数
冊
の
裏
表
紙
に
別
の
裏
表
紙
が
付
い
て
お
り
、
そ
の
数
字
か
ら
は
、
元
は
六
冊

に
合
冊
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彩
色
の
図
を
含
む
。

「
彦
藩
弘
道
館
蔵
書
印
」・「
巨
萬
津
曽
能
乃
於
斯
傳
」・「
東
京
図
書
館
蔵
書
之
印
」

の
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
元
は
彦
根
藩
校
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第

五
冊
の
後
半
部
分
に
、第
一
二
冊
後
半
部
分
（「
98　

力
車
」
〜
「
105　

小
車
」）
が
重
複

し
て
い
る
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
国
会
②
本
」
と
呼
ぶ
。

3
：
内
閣
（
一
二
冊
）　

※
内
閣
①
本

①
請
求
番
号　

147-0530　

②
一
二
冊

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。「
花
迺
家
文
庫
」（
信
濃
須
坂
藩
主
堀
直
格
の
文

庫
）・「
浅
草
文
庫
」（
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
成
立
の
官
立
浅
草
文
庫
）
の
朱
印
が
押
さ

れ
て
い
る
。

図
は
彩
色
で
、
大
型
の
も
の
は
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
第
五
冊
に
28
（
半
蔀
車
）・

29
（
檳
榔
毛
車
）
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
目
次
の
項
目
順
に
従
う
な
ら
ば
、
本
来
は
第

六
冊
（
25
・
26
・
27
）
の
次
に
来
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
冊
の
「
9　

手
輿
」
に
一
カ
所
、
朱
書
き
が
あ
る
。『
親
長
卿
記
』
文

明
四
年
（
一
四
七
二
）
四
月
六
日
条
に
出
て
く
る
「
勧
條
寺
大
納
言
」
の
「
條
」
の
字

に
、「
修
歟
」
と
傍
書
す
る
朱
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
勧
修
寺
大
納
言
」
の
こ
と
で
あ
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る
の
で
「
修
」
と
す
る
の
が
正
し
い
が
、
他
に
も
「
條
」
と
す
る
写
本
が
あ
る⑤
。
こ

う
し
た
誤
字
の
共
有
状
況
か
ら
、諸
写
本
の
書
写
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

旧
所
蔵
文
庫
名
に
よ
り
、「
内
閣
①
本
」
と
呼
ぶ
。

4
：
内
閣
（
六
冊
）　

※
内
閣
②
本

①
請
求
番
号　

147-0551　

②
六
冊　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。
現
在
の
表
紙
に
「
一
・
二
」
と
い
っ
た
別
の
数

字
が
振
っ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、も
と
は
一
二
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
元
老
院
図
書
部
」・「
日
本
政
府
図
書
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
図
は
な
く
、

文
字
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
に
朱
色
の
紙
付
箋
の
痕
跡
が
残
る
が
、
意

味
は
不
明
で
あ
る
。

第
一
冊
、
第
五
冊
、
第
六
冊
に
は
、
朱
書
き
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
一
つ
を
紹
介

す
る⑥
。

第
一
冊
「
1　

輿
車
起
源
」
の
『
唐
書
』
の
引
用
部
分
で
、「
木
路
者
、
蒐
由
所
乗

也
」
と
あ
る
「
由
」
を
修
正
す
る
。「
由
」
と
し
た
う
え
で
そ
れ
を
朱
で
抹
消
し
、

「
田
」
と
朱
で
傍
書
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
唐
書
』
に
よ
る
と
「
田
」
が
正
し
く
、

『
輿
車
図
考
』
の
他
の
写
本
が
み
な
「
由
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、そ
の
誤
字
を
指
摘

し
、
独
自
に
修
正
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
写
時
か
あ
る
い
は
そ
の
後
の
段
階
で
親

本
の
間
違
い
に
気
付
き
、
実
際
に
『
唐
書
』
の
記
述
を
確
か
め
て
そ
の
誤
字
を
修
正

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
文
校
訂
作
業
の
一
端
を
示
し
て
く
れ
る
。

旧
所
蔵
文
庫
名
に
よ
り
、「
内
閣
②
本
」
と
呼
ぶ
。

5
：
静
嘉
（
六
巻
六
冊
）  

※
静
嘉
堂
本

①
請
求
番
号　

80-9　

②
六
冊

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。「
福
田
文
庫
」（
福
田
敬
園
）・「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
朱

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
福
田
文
庫
」
朱
印
の
押
印
場
所
よ
り
、
元
は
一
二
冊

の
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
図
を
含
む
。

巻
末
に
、「
右
輿
車
図
考
以
伴
氏
蔵
書
写
、
天
保
己
亥
季
春
中
浣
、（
後
略
）」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
親
本
で
あ
る
「
伴
氏
蔵
書
」
と
は
、「
伴
氏
家
印
」
の
朱
印
を
持
つ

「
9
：
紀
州
本
」（
後
述
）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
9
の
本
が
伴
家
よ
り
紀
州
徳
川
家

へ
移
管
さ
れ
る
前
に
作
ら
れ
た
写
本
で
あ
ろ
う
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
静
嘉
堂
本
」
と
呼
ぶ
。

6
：
静
嘉
（「
車
輿
考
並
図
」、
一
冊
） 　

※
山
田
本

①
請
求
番
号　

丙
-1-4　

「
車
輿
考
並
図
」　

②
一
巻

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
に
は
「
一
冊
」
と
あ
る

が
、
一
巻
の
巻
子
本
で
、「
車
輿
考
並
図
」
と
の
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
車
輿
考

並
図
〈
松
平
樂
翁
著　

山
田
以
文
手
写
〉」
と
の
題
箋
が
付
き
、
第
一
紙
裏
書
き
に

「
車
輿
考
並
図
〈
松
平
樂
翁
著　

錦
□（

虫
損
）□

〉　

一
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
山
田
以
文
が

「
錦
所
」
を
号
と
し
た
こ
と
か
ら
、虫
損
の
一
文
字
目
は
「
所
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。「

山
田
本
」（
山
田
以
文
）・「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
印

お
よ
び
題
箋
に
よ
る
と
、
山
田
以
文
が
自
ら
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
み

が
か
っ
た
文
字
で
、
山
田
以
文
の
筆
跡
の
特
徴
に
通
じ
る
。

彩
色
の
図
を
含
み
、
そ
の
筆
致
が
繊
細
で
美
し
い
。
特
に
、
荷
車
の
部
分
は
、
二

台
を
同
じ
画
面
に
書
き
込
む
な
ど
、
他
の
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
構
図
を
取
る
。

押
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
よ
り
、「
山
田
本
」
と
呼
ぶ
。

7
：
宮
書
（
二
巻
二
冊
）　

※
宮
内
庁
本

①
請
求
番
号　

209-96 　

②
二
冊

宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
本
。「
帝
室
図
書
」
の
印
が
あ
る
。
上
下
二
冊
か
ら
な
り
、
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図
を
含
む
。
上
冊
の
表
紙
に
「
車
部　

別
巻
」
と
の
割
書
が
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
に

は
「
第
六
号　

松
岡
政
書　

二
冊
」、「
政
書　

六
点
」
と
い
う
張
り
紙
が
あ
る
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
宮
内
庁
本
」
と
呼
ぶ
。

8
：
京
大
（
一
冊
）

①
請
求
番
号　

A
q/8　

②
一
冊

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
の
本
で
、明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
行
の

故
実
叢
書
（
編
輯
者
は
今
泉
定
介
、
発
行
者
は
吉
川
半
七
）
で
あ
る
。
和
綴
じ
本
で
、
本

編
一
冊
（
請
求
番
号
：A

q/8

）
に
付
図
二
冊
（
甲
帖
：
請
求
番
号
：A

q/9

・
乙
帖
：
請
求
番

号
：A

q/10

）
が
あ
る
。
現
在
の
改
訂
増
補
故
実
叢
書
（
明
治
図
書
出
版
、
一
九
九
三
年
）

と
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
が
、
他
の
写
本
と
は
性
格
が
違
う
の
で
、
本
稿

で
は
比
較
検
討
の
対
象
と
は
し
な
い
。

9
：
東
大
（
一
二
冊
）　

※
紀
州
本

①
請
求
番
号　

G
26-397　

②
三
冊

東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。「
伴
氏
家
印
」（
伴
直
方
）・「
紀
伊
国
古

学
館
之
印
」（
和
歌
山
藩
学
）・「
南
葵
文
庫
」（
紀
伊
徳
川
南
葵
文
庫
）⑦
・「
旧
和
歌
山
徳

川
氏
蔵
」・「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
お
り
、
紀
州
徳
川
家
所
蔵

本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
三
冊
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
部
に
元
の
表
紙

が
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
一
二
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
図
を
含
む
。

旧
所
蔵
者
名
よ
り
、「
紀
州
本
」
と
呼
ぶ
。

10
：
東
大
（
零
本
、
一
冊
）  

※
東
大
本

①
請
求
番
号  G

26-1021　

②
一
冊

東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。「
原
宿
文
庫
」・「
東
京
帝
国
大
学
図
書

印
」
な
ど
四
つ
の
朱
印
が
あ
る
。
図
を
含
ま
な
い
。

巻
末
に
「
右
輿
車
図
考
一
巻
者
、
桑
名
樂
翁
公
之
撰
集
也
、
頃
日
於
書
肆
不

獲

之
、
依
以
山
澤
尹
詮
蔵
書
也
、
写
本
校
合
朱
書
了
、
于

明
治
九
年
丙
子
七
月
、
読

古
山
人
誌
（
花
押
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
期
の
写
本
で
あ
る
。
本
文
の
傍
書
や
頭

書
に
多
く
の
朱
書
き
が
有
り
、
異
本
と
の
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
30　

文
車
」
か
ら
始
ま
り
、「
34　

出
衣
」
の
次
に
「
27　

網
代
廂
車
」

を
記
載
す
る
な
ど
、
項
目
配
列
に
錯
簡
が
あ
る
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
東
大
本
」
と
呼
ぶ
。

11
：
東
大
史
料
（
草
稿
、
金
子
文
書
の
内
）　

※
編
纂
所
本

①
請
求
番
号　

3071.34-15　

②
影
写
本　

金
子
文
書
と
し
て　

松
崎
文
書
と
合

冊
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
影
写
本
に
あ
る
。
巻
頭
に
「
守
国
公
御
自
書

〈
輿
車
図
考
御
艸
稿
〉」、
巻
末
に
「
守
国
源
公
輿
車
図
考
後
、
桑
名
藩
金
子
清
和
名
秋

山
寄
所
、
守
国
源
公
自
書
輿
車
図
考
索
跋
尾
煜
盥
、（
中
略
）
天
保
丙
申
六
月
幾
望
」

と
あ
る
。「
守
国
」
と
は
松
平
定
信
の
諡
で
、本
書
は
そ
の
自
筆
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、『
輿
車
図
考
』
が
成
立
し
た
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
ほ
ど
近
い
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
に
、
本
書
が
金
子
文
書
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
字
は
走
り
書
き
で
、図
を
含
ま
な
い
。『
輿
車
図
考
』
の
ご
く
一
部
分
の
記
事
し

か
な
い
が
、
他
の
写
本
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
。

一
例
を
挙
げ
る
。
本
写
本
の
「
32　

八
葉
車
」
の
『
有
職
抄
』
の
引
用
に
「
弁
・

外
記
・
史
物
見
ヲ
切
サ
ル
コ
ト
保
元
二
年
四
月
十
一
日
、
御
禊
、
右
中
弁
五
位
蔵
人

車
物
見
ヲ
切
サ
ル
由
見
ヘ
タ
リ
、
仁
安
三
年
四
月
十
五
日
、
同
条
〔
祭
リ
〕、
右
少
弁

重
方
小
八
葉
、
外
記
・
史
物
見
ナ
シ
、
治
承
四
年
四
月
十
三
日
、
祭
ノ
日
、
少
外
記

中
原
貞
親
・
左
大
夫
大
江
盛
景
共
ニ
物
見
ヲ
切
ス
、
蔵
人
頭
物
見
ヲ
切
事
治
承
四
年

四
月
十
一
日
、
初
斎
院
ニ
外
記
・
史
ノ
車
物
見
ヲ
切
サ
ル
由
見
ヘ
タ
リ
、
蔵
人
頭
ノ

車
物
見
ヲ
切
ト
云
々
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
他
の
写
本
で
は
こ
れ
は
「
33　

小
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八
葉
車
」
に
『
有
職
抄
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
引
用

史
料
の
掲
載
先
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料
中
に
「
小
八
葉
」
と
見
え
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
推
敲
は
妥
当
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の
数
が
少
な
く
、
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
他

の
写
本
よ
り
も
量
が
多
い
と
の
特
徴
も
持
つ
。
こ
れ
ら
は
、
本
書
が
『
輿
車
図
考
』

の
草
稿
で
あ
る
と
の
頭
書
に
合
致
す
る
。

松
平
定
信
が
『
輿
車
図
考
』
を
完
成
さ
せ
る
に
到
っ
た
考
察
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
本
書
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
な
写
本
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
詳

細
な
検
討
は
、
別
の
機
会
に
行
い
た
い
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
編
纂
所
本
」
と
呼
ぶ
。

12
：
東
北
大
狩
野
（
六
巻
一
冊
）  

※
狩
野
本

①
請
求
番
号　

狩
-6-18290-1　

②
一
冊

東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
本
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
に
入
っ
て
い
る
。
現
在
は

一
冊
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
題
に
「
輿
車
図
考　

一
」
か
ら
「
輿
車
図
考　

六
」
ま

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
は
六
冊
（
あ
る
い
は
、
六
巻
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
東
北
帝
国
大
学
図
書
印
」、「
渡
部
文
庫
珍
蔵
書
印
」（
渡
部
信
）
な
ど
の
三
つ
の
朱

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、巻
頭
に
「
荒
井
泰
治
氏
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
購
入
セ
ル
、

文
学
博
士
狩
野
亨
吉
氏
旧
蔵
書
」
と
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

図
は
な
く
、
図
が
あ
る
べ
き
部
分
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
図
を
含
む
本

を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
項
目
毎
に
適
宜
見
出
し
を
頭

書
に
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
六
冊
に
相
当
す
る
部
分
で
は
、
見
出
し
の
み
な
ら

ず
、
引
用
史
料
の
切
れ
目
を
明
確
に
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
カ
ギ
印
を
つ

け
、
一
部
に
は
、
合
点
の
「
○
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
本
書
を
読
み
や

す
く
す
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

残
念
な
が
ら
本
文
は
「
27　

網
代
廂
車
」
ま
で
し
か
な
く
、「
28　

半
蔀
車
」
以
後

を
欠
く
。
さ
ら
に
、「
24　

鴨
毛
車
」
の
記
述
が
抜
け
て
い
る
。

現
所
蔵
者
の
文
庫
名
よ
り
、「
狩
野
本
」
と
呼
ぶ
。

13
：
明
大
（
一
二
巻
一
二
冊
）  

※
黒
川
本

①
請
求
番
号　

０
９
９
１-

３
５
９　

②
一
二
冊

明
治
大
学
図
書
館
（
中
央
図
書
館
）
所
蔵
の
本
で
あ
る
。「
引
馬
文
庫
」（
水
野
忠
邦

の
蔵
書
）・「
黒
川
真
頼
蔵
書
」・「
黒
川
真
道
蔵
書
」・「
明
治
大
学
図
書
館
之
印
」
の
朱

印
が
あ
る
。
図
を
含
む
。

「
2　

鳳
輦
」
の
部
分
に
「
鳳
輦
ノ
柱
ノ
事
」
と
朱
で
頭
書
を
書
く
な
ど
、書
き
込

み
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
黒
川
真
頼⑧
・
真
道
ら
の
研
究
の
跡
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

旧
所
蔵
者
の
名
よ
り
、「
黒
川
本
」
と
呼
ぶ
。

14
：
日
比
谷
加
賀
（
三
巻
三
冊
）  

※
加
賀
文
庫
本

①
請
求
番
号  

加
賀
文
庫　

1601　

②
三
冊

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
は
、東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
所
蔵
の
加
賀
文
庫
内
に
あ

る
と
す
る
が
、
現
在
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
都
港
区
）
の
加
賀
文
庫
内
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
杉
園
蔵
」（
小
杉
椙
邨⑨
）、「
加
賀
文
庫
」（
加
賀
豊
三
郎
）、「
東
京

都
立
図
書
館
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
。
彩
色
の
図
を
含
む
。

現
所
蔵
者
の
文
庫
名
よ
り
、「
加
賀
文
庫
本
」
と
呼
ぶ
。

15
：
神
宮
（
二
冊
）  

※
神
宮
文
庫
本

①
請
求
番
号　

7-2327　

②
二
冊　

神
宮
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。
現
在
は
二
冊
で
あ
る
が
、
内
題
な
ど
か
ら
、
も
と
は

五
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
内
題
の
巻
数
よ
り
、
全
体
は
一
二
冊
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
の
五
冊
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
図
を
含
む
。
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「
御
巫
書
蔵
」（
御
巫
清
直⑩
）・「
神
宮
文
庫
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表

紙
裏
に
「
昭
和
21
年
1
月
31
日
」
に
受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
す
張
り
紙
が
あ
る
。

文
字
や
彩
色
の
図
の
筆
致
を
見
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
書
き
手
が
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
図
と
同
じ
丁
の
文
字
は
、
文
脈
が
続
く
史
料
引
用
の
中
で
も
、
前
後
の

丁
と
は
筆
跡
が
違
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
は
挿
絵
の
な
い
文
字
の
み
の
冊

子
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
後
か
ら
絵
を
入
れ
て
文
字
を
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

現
所
蔵
者
名
よ
り
、「
神
宮
文
庫
本
」
と
呼
ぶ
。

（
３
）『
輿
車
図
考
』
写
本
の
構
成

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
諸
写
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、
故
実
叢
書
版

の
刊
本
で
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
で
は
、
全
体
の
構
成
を
見
て
お
こ
う
。

『
輿
車
図
考
』
の
す
べ
て
の
項
目
を
揃
え
る
完
全
本
は
、
国
会
②
本
・
内
閣
①
本
・

内
閣
②
本
・
静
嘉
堂
本
・
紀
州
本
・
黒
川
本
・
加
賀
文
庫
本
で
あ
る
。

う
ち
、
現
在
一
二
冊
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
国
会
②
本
・
内
閣
①
本
・

黒
川
本
で
あ
る
。
ま
た
、
元
は
一
二
冊
の
構
成
で
あ
っ
た
痕
跡
を
残
す
も
の
は
、
内

閣
②
本
（
現
在
は
六
冊
）・
静
嘉
堂
本
（
現
在
は
六
冊
）・
紀
州
本
（
現
在
は
三
冊
）・
神
宮

文
庫
本
（
現
在
は
二
冊
、
但
し
、
欠
本
有
り
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
全
一
二
冊
で
構
成
す

る
と
い
う
形
が
、
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
一
二
冊
構
成
の
場
合
、
第
一
冊
を
「
1　

輿
車
起
源
」
に
、
第
二
冊
を
「
2

　

鳳
輦
」
か
ら
「
4　

輿
車
」、
第
三
冊
を
「
5　

小
輿
」
か
ら
「
20　

荷
車
」、
第

四
冊
を
「
21　

唐
車
」
か
ら
「
24　

鴨
毛
車
」、
第
五
冊
を
「
25　

雨
眉
車
」
か
ら

「
27　

網
代
廂
車
」、
第
六
冊
を
「
28　

半
蔀
車
」
と
「
29　

檳
榔
毛
車
」、
第
七
冊
を

「
30　

文
車
」
と
「
31　

網
代
車
」、
第
八
冊
を
「
32　

大
八
葉
車
」
か
ら
「
34　

出

衣
」、
第
九
冊
を
「
35　

屋
形
」
か
ら
「
66　

中
引
」、
第
十
冊
を
「
67　

畳
」
か
ら

「
75　

牛
車
」、
第
十
一
冊
を
「
76　

車
乗
下
」
か
ら
「
81　

途
中
礼
」、
第
十
二
冊
を

「
82　

神
輿
」
か
ら
「
１
０
５　

小
車
」
と
す
る
分
冊
の
構
成
は
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
項
目
の
配
置
か
ら
、
写
本
を
系
統
分
け
す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
28　

半
蔀

車
」
と
「
29　

檳
榔
毛
車
」
を
「
27　

網
代
廂
車
」
の
次
に
置
か
ず
、「
24　

鴨
毛

車
」
の
次
に
配
す
る
と
い
う
構
成
を
持
つ
写
本
は
、
内
閣
①
本
・
内
閣
②
本
・
静
嘉

堂
本
・
紀
州
本
・
狩
野
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
群
は
、
同
じ
親
本
の
系
統
に
あ

る
と
考
え
て
良
か
ろ
う⑪
。

な
お
、
国
会
②
本
は
「
27　

網
代
廂
車
」
の
次
に
混
入
が
あ
り
（
既
述
）、
ま
た
東

大
本
は
、「
27　

網
代
廂
車
」・「
26　

檳
榔
庇
車
」・「
25　

雨
眉
車
」
と
、
独
特
の
配

置
を
行
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
目
次
に
お
け
る
項
目
順
は
、
他
の
写
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
文
の
書
写
段
階
で
の
写
し
間
違
い
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
輿
車
図
考
』
の
正
本
が
明
ら
か
と
な
っ
た
今
で
も
、

な
お
諸
写
本
を
比
較
検
討
す
る
意
義
は
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析
は
、
史
料
の
持
つ
世

界
を
よ
り
豊
か
に
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、『
輿
車
図
考
』
諸
写
本
の
検
討

本
章
で
は
、『
輿
車
図
考
』
の
諸
写
本
を
刊
本
で
あ
る
故
実
叢
書
と
比
較
検
討
す
る

こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
二
つ
紹
介
す
る
。

（
１
）
故
実
叢
書
の
誤
謬

刊
本
で
あ
る
故
実
叢
書
は
、『
輿
車
図
考
』
を
す
ば
や
く
参
照
す
る
の
に
便
利
で
あ
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る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
原
典
に
忠
実
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
以
下
に
、

一
例
を
挙
げ
る
。

「
65　

下
簾
」
の
項
目
の
中
で
、『
三
中
口
伝
抄
』
の
引
用
と
『
山
槐
記
』
元
暦
元

年
（
一
一
八
四
）
九
月
朔
日
条
と
の
間
に
、『
蜻
蛉
日
記
』
を
引
用
す
る
写
本
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
国
会
②
本
・
内
閣
①
本
・
内
閣
②
本
・
静
嘉
堂
本
・
紀
州
本
・
東
大
本
・

黒
川
本
・
加
賀
文
庫
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
蜻
蛉
日
記
云
、
こ
こ
ハ
い
と
心
こ
と

に
見
ゆ
れ
は
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
る
。
写
本
に
よ
っ
て
若
干
の
文
字
の
差
異
が
あ

る
が
、
文
意
は
通
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
八
つ
の
写
本
は
、「
65　

下
簾
」
の
項
目

を
掲
載
す
る
写
本
の
す
べ
て
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
に
載
せ
る
安
和
元
年
（
九
六
八
）
秋
の
初
瀬
詣
の
時

に
、「
こ
ゝ
は
い
と
心
こ
と
に
見
ゆ
れ
ば
、
簾
ま
き
あ
げ
て
、
下
簾
を
さ
し
は
さ
み
て

見
れ
ば
、
着
な
や
し
た
る
物
の
色
も
、
あ
ら
ぬ
や
う
に
見
ゆ
」
と
あ
る
記
事
の
一
部

分
で
、
作
者
道
綱
の
母
が
牛
車
に
乗
っ
て
初
瀬
へ
向
か
う
道
中
の
記
録
で
あ
る
。
車

中
か
ら
外
の
景
色
を
見
る
の
に
、
簾
を
巻
き
上
げ
、
さ
ら
に
下
簾
を
押
し
は
さ
ん
で

い
る
。
そ
う
し
て
外
の
光
を
車
中
に
引
き
込
ん
で
見
れ
ば
、
旅
で
汚
れ
た
衣
装
も
美

し
く
見
え
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
簾
の
内
側
に
下
簾
が
あ
り
、
簾
は
巻
き
上
げ
る
が
、
下
簾
は
二
枚
あ
る

の
で
左
右
に
押
し
開
い
て
あ
け
る
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。『
輿
車
図
考
』

の
関
心
か
ら
言
え
ば
、
簾
と
下
簾
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
引
用
部
分
が
途
中
で

切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、「
簾
ま
き
あ
げ
て
、
下
簾
を
し
は
さ
み
て
」

ま
で
は
引
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
下
簾
の
語
句
を
含
ま
な
い
ま
ま
で
は
、
な
ぜ
こ
の

「
65　

下
簾
」
に
本
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
ず
、史
料
引
用
の
意
味
を

な
さ
な
い
。

諸
写
本
は
、
こ
う
し
た
不
明
点
を
不
問
に
し
、
親
本
が
記
す
ま
ま
を
忠
実
に
書
き

写
し
た
。
一
方
、
故
実
叢
書
の
編
者
は
、
こ
の
部
分
を
意
味
不
明
と
判
断
し
、
削
除

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
行
の
故
実
叢
書
か
ら
は

じ
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
編
輯
者
で
あ
る
今
泉
定
介
の
責
任
と
言
え
よ
う
。

松
平
定
信
が
、『
蜻
蛉
日
記
』
か
ら
下
簾
の
形
態
と
使
用
方
法
を
読
み
取
っ
て
い
た

こ
と
は
、
諸
写
本
の
検
討
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。
故
実
叢
書
の

『
輿
車
図
考
』
を
活
用
す
る
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
故
実
叢
書
の
底
本

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
成
立
し
た
故
実
叢
書
『
輿
車
図
考
』
は
、次
の
よ
う

な
「
緒
言
」
を
載
せ
る
。

（
前
略
）
此
の
書
は
輿
車
の
起
源
よ
り
小
車
に
至
る
ま
で
百
餘
條
に
わ
か
ち
、
輿

車
の
類
を
集
め
て
、
こ
れ
を
古
書
に
考
證
し
、
又
、
彩
画
を
附
し
て
、
覧
者
に

便
に
せ
り
。
其
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
稲
村
行
教
を
し
て
故
実
を
調
べ
し
め
、
渡

辺
広
輝
に
図
画
せ
し
め
、
か
つ
、
橋
本
経
亮
・
屋
代
弘
賢
等
に
も
意
見
を
質
さ

れ
た
る
よ
し
な
り
。
其
の
巻
数
は
帝
国
図
書
館
本
十
二
冊
と
し
、
或
は
、
三
冊

に
綴
れ
る
も
あ
れ
ど
、原
書
（
旧
桑
名
藩
主
子
爵
松
平
和
雄
君
蔵
）
は
巻
物
に
し
て

十
六
巻
な
り
。
今
は
、
小
杉
椙
邨
翁
の
手
づ
か
ら
写
し
と
ら
れ
た
る
を
原
本
と

し
、
な
ほ
松
平
子
爵
の
原
書
に
つ
き
て
校
訂
せ
り
。
此
の
書
は
お
も
に
古
書
を

引
證
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
送
仮
字
お
よ
び
仮
字
づ
か
ひ
等
は
其
の
ま
ゝ
に
し

た
り
。
こ
れ
原
本
の
姿
を
失
は
ん
こ
と
を
恐
れ
て
な
り
。
又
原
書
は
一
々
図
画

を
挿
入
し
た
れ
ど
も
、
今
は
別
に
図
の
み
を
上
下
二
帖
と
し
、
原
図
の
外
に
帝

国
博
物
館
に
て
補
は
れ
た
る
も
の
を
も
加
へ
た
り
。
覧
者
そ
の
原
書
と
異
な
る

を
見
て
怪
し
む
こ
と
勿
れ
。　
　

校
訂
者
識

こ
こ
か
ら
、『
輿
車
図
考
』
に
は
、
①
帝
国
図
書
館
本
（
一
二
冊
）、
②
三
冊
本
、
③

原
書
（
桑
名
藩
松
平
家
蔵
本
）（
十
六
巻
）、④
小
杉
椙
邨
手
写
本
の
四
種
類
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
故
実
叢
書
は
、
④
の
小
杉
椙
邨
手
写
本
を
底
本
と
し
、
③
の
原
書
で
校
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訂
し
た
、
と
い
う
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
写
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
う
ち
、
③
原
書
と
④
手
写
本
に
つ
い
て
は
、
間
島
由
美
子
氏
の
研
究
に
詳
し

い⑫
。
以
下
、
紹
介
し
て
い
く
。

松
平
定
信
は
、『
輿
車
図
考
』
の
正
本
の
他
に
、
副
本
を
作
ら
せ
て
い
た
。
正
本

は
、
松
平
定
信
が
自
筆
で
詞
書
を
記
し
た
も
の
で
、
白
河
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
白
河
城
火
災
に
よ
り
、
こ
の
正
本
は
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
焼
け
残
り
が
、
国
会
①
本
で
あ
る
。
松
平
定
信
没
後
の
文
政
一
三

年
（
一
八
三
〇
）
に
、
近
臣
田
中
親
輔
が
修
理
し
、
三
巻
本
と
し
た
。
そ
れ
を
昭
和

二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
国
会
図
書
館
が
購
入
し
、
現
在
に
到
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
松
平
定
信
自
筆
本
で
あ
る
国
会
①
本
こ
そ
が
諸
写
本
の
原
典
で
あ
り
、

こ
の
本
と
一
致
し
な
い
表
記
は
、
度
重
な
る
書
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
論
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
、「
23　

糸
毛
車
」
に
引
用
さ
れ
る
『
葉
黄
記
』
寛
元

五
年
（
一
二
四
七
）
三
月
十
一
日
条⑬
に
は
、「
金
作
糸
毛
、
銀
作
糸
毛
、
金
作
檳
榔
」
と

の
割
書
が
あ
る
。
故
実
叢
書
は
こ
の
「
金
作
檳
榔
」
を
「
金
作
糸
毛
」
と
誤
記
し
て

い
る
。
正
し
く
、「
金
作
檳
榔
」
と
す
る
の
は
、
国
会
①
本
の
他
は
東
大
本
・
狩
野

本
・
神
宮
文
庫
本
で
、
こ
れ
ら
の
写
本
は
自
筆
本
に
近
い
書
写
本
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
。

さ
て
、
自
筆
本
の
ス
ペ
ア
と
し
て
作
成
さ
れ
た
副
本
が
、
③
原
書
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
間
島
氏
に
よ
る
と
、昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
楽

翁
公
百
年
祭
記
念
展
覧
会
」
に
、
正
本
と
と
も
に
久
松
松
平
家
よ
り
出
品
さ
れ
た
、

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
情
報
は
無
く
、
現
在
の
所
在
も
不
明
で
あ
る
。

そ
の
③
原
書
を
小
杉
が
写
し
た
も
の
が
、
④
手
写
本
で
あ
り
、「
杉
園
蔵
」
と
い
う

蔵
書
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
賀
文
庫
本
を
さ
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る⑭
。
こ
れ
が
故

実
叢
書
の
底
本
と
な
っ
た
。

加
賀
文
庫
本
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
故
実
叢
書
と
は
文
字
の
差
異
が
あ
り
、
④

手
写
本
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
故
実
叢
書
に

ま
と
め
る
際
の
校
訂
が
そ
の
差
異
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
校
訂

の
正
確
さ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
加
賀
文
庫
本
と
故
実
叢
書
と
の
差
異
こ
そ
が
、
③
原

書
（
副
本
）
の
記
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
③
原
書
（
副
本
）
は
一
六
巻
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
「
緒
言
」
は
言
う
が
、

現
存
の
諸
写
本
は
一
二
冊
の
形
態
を
と
る
も
の
、
ま
た
、
か
つ
て
は
一
二
冊
の
形
態

で
あ
っ
た
も
の
が
多
い
。「
緒
言
」
の
「
一
六
」
と
い
う
数
字
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

一
二
冊
の
場
合
と
は
別
の
分
け
方
で
一
六
冊
に
構
成
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、

③
原
書
（
副
本
）
に
は
正
本
に
は
入
れ
な
か
っ
た
別
の
記
事
が
加
え
ら
れ
て
い
た
か
、

な
ど
様
々
な
可
能
性
を
想
定
し
う
る
。
し
か
し
、
今
は
、
こ
の
③
原
書
（
副
本
）
の
出

現
を
待
ち
た
い
。

さ
て
、こ
の
「
緒
言
」
の
言
う
①
帝
国
図
書
館
本
（
一
二
冊
）
に
つ
い
て
も
考
え
て

お
き
た
い
。
現
状
が
一
二
冊
で
あ
っ
た
り
、
一
二
冊
の
痕
跡
を
持
つ
も
の
で
、
明
治

期
に
「
帝
国
」
に
関
わ
っ
た
と
蔵
書
印
よ
り
わ
か
る
も
の
は
、
官
立
浅
草
文
庫
よ
り

内
閣
文
庫
に
入
っ
た
内
閣
①
本
か
、「
元
老
院
図
書
部
」・「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
を

持
つ
内
閣
②
本
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
れ
を
故
実
叢
書
の
校
注
に
採

用
し
な
か
っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、『
輿
車
図
考
』
の
諸
写
本
を
比
較
し
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
検
討
し

た
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
善
本
追
究
以
外
に
も
写
本
分
析
の
意
義
と
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る
。

『
輿
車
図
考
』
は
、
そ
の
成
立
後
に
た
く
さ
ん
の
写
本
が
作
成
さ
れ
、
本
書
の
研
究

成
果
の
共
有
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
古
代
・
中
世
の
乗
り
物
文
化
へ
の
関
心
の

高
さ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
松
平
定
信
た
ち
江
戸
時
代
の
国
学
者
が
成
し

遂
げ
た
古
代
・
中
世
文
化
研
究
の
成
果
を
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
も
共
有
し
、
そ
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れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
が
、
古
記
録
な
ど
に
表
れ
る
輿
や
牛
車

の
記
述
を
正
確
に
読
み
取
り
、
当
該
時
期
の
乗
り
物
文
化
の
実
態
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
分
析
を
続
け
、『
輿
車
図
考
』
が
成
し
遂
げ
た
成
果
を
再
評
価

し
、
さ
ら
な
る
史
料
の
充
実
を
図
っ
て
、
新
た
な
『
輿
車
図
考
』
を
完
成
さ
せ
て
い

き
た
い
。

注①　
佐
多
芳
彦
『
服
制
と
儀
式
の
有
職
故
実
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
二
八
二

〜
三
二
六
頁
、
な
ど
。

　
　

な
お
、本
稿
は
拙
稿
「
松
平
定
信
著
『
輿
車
図
考
』
に
つ
い
て
‐
江
戸
時
代
の
牛
車

研
究
素
描
‐
」（『
む
ら
さ
き
』
第
四
六
輯
、
二
〇
〇
九
年
、
八
二
〜
八
五
頁
）
の
内
容

を
一
部
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

②　

蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、小
野
則
秋
『
日
本
蔵
書
印
考
』（
文
友
堂
書
店
、一
九
四
三
年
）、

お
よ
び
、
国
会
図
書
館
提
供
「
蔵
書
印
の
世
界　

電
子
展
示
会
‐
日
本
の
記
憶
‐
」

（h
ttp://w

w
w

.n
dl.go.jp/zosh

oin
/in

dex.h
tm

l

）
な
ど
を
参
照
し
た
。

③　

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
・
古
典
籍
資
料
（
貴
重
書
等
）h

ttp
://d

l.n
d

l.

go.jp/#classic

を
参
照
さ
れ
た
い
。

④　

間
島
由
美
子
「
稀
本
あ
れ
こ
れ
（
三
九
五
）『
輿
車
図
考
』
零
本　

松
平
定
信
自
筆
」

（『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
四
七
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

⑤　
「
條
」
と
す
る
の
は
、
内
閣
②
本
・
静
嘉
堂
本
・
宮
内
庁
本
・
紀
州
本
・
狩
野
本
・

黒
川
本
で
あ
る
。
但
し
、
内
閣
①
本
の
他
に
、「
修
」
の
誤
字
で
あ
る
と
の
指
摘
を
す

る
写
本
は
な
い
。

⑥　

残
る
二
点
の
朱
書
き
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
五
冊
「
75　

牛
童
」、
松
平
定
信
が
私
案
を
述
べ
る
部
分
で
、『
後
愚
昧
記
』
永
徳

三
年
（
一
三
八
三
）
六
月
十
四
日
条
を
引
用
し
て
、「
酔
狂
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、「
狂
」

を
手
偏
に
「
王
」
と
誤
記
し
、そ
の
文
字
の
上
か
ら
「
狂
」
と
朱
で
重
ね
書
き
を
し
て

い
る
。

　
　

第
六
冊
「
76　

車
乗
下
」
で
、『
薩
戒
記
』
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
九
月
六

日
条
の
引
用
部
分
で
、「
雑
色
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
雑
宮
」
と
し
、「
宮
」
を
朱
で

抹
消
し
、「
色
」
と
朱
で
傍
書
し
て
い
る
。

　
　

い
ず
れ
も
、
書
写
段
階
で
の
誤
字
を
修
正
す
る
た
め
の
朱
書
き
で
あ
る
。

⑦　

南
葵
文
庫
は
、
紀
州
徳
川
家
出
身
の
徳
川
頼
倫
を
館
長
と
す
る
私
設
図
書
館
で
あ

る
。
そ
の
蔵
書
が
一
括
し
て
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、大
正
一
三

年
（
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
南
葵
文
庫
に
つ
い
て
は
、東
京
大
学
附
属
図
書
館

の
平
成
一
八
年
度
特
別
展
示
会「
知
の
職
人
た
ち
‐
南
葵
文
庫
に
見
る
江
戸
の
モ
ノ
づ

く
り
‐
」
の
サ
イ
ト
（h

ttp://w
w

w
.lib.u

-tok
yo.ac.jp/ten

jik
ai/ten

jik
ai2006/

in
dex.h

tm
l

）
を
参
照
し
た
。

⑧　

黒
川
真
頼
（
一
八
二
九
〜
一
九
〇
六
）
は
国
学
者
で
、黒
川
春
村
に
学
ん
だ
。
春
村

（
一
七
九
九
〜
一
八
六
六
）
は
江
戸
の
国
学
者
で
、
花
迺
家
文
庫
（
内
閣
①
本
に
蔵
書

印
あ
り
）
の
屋
代
弘
賢
旧
蔵
書
を
整
理
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な
お
、
屋
代
弘
賢
は
、

松
平
定
信
の
『
輿
車
図
考
』
執
筆
に
協
力
し
た
国
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

⑨　

小
杉
椙
邨
（
一
八
三
四
〜
一
九
一
〇
）
は
、
阿
波
徳
島
藩
出
身
の
古
典
学
者
で
あ

る
。『
古
事
類
苑
』
編
纂
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、故
実
叢
書
編
纂
に
も
関
わ
る
。『
故
実
叢

書　

輿
車
図
考
』
に
は
、
小
杉
自
ら
が
記
し
た
「
輿
車
図
考
図
本
標
目
」
を
載
せ
る
。

⑩　

御
巫
清
直
（
一
八
一
二
〜
一
八
九
四
）
は
、
神
官
か
つ
国
学
者
で
あ
る
。

⑪　

こ
の
他
、
各
写
本
の
誤
字
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
書
写
関
係
の
近
さ
を
分
析
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
本
稿
に
は
そ
の
デ
ー
タ
を
示
す
紙
数
は
な
く
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

⑫　

間
島
、
前
掲
注
④
論
文
。

⑬　

な
お
、
故
実
叢
書
は
、
本
条
を
「
三
月
十
三
日
条
」
と
誤
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

来
は
本
条
引
用
部
分
に
は
中
略
箇
所
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
実
叢
書
、
及
び
諸

写
本
は
「
中
略
」
を
挿
入
し
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
段
階
で
起
こ
っ
た
ミ
ス
が
、踏
襲

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
国
会
①
本
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
中
略
該
当
部
分
を
損

傷
し
て
い
る
。

⑭　

加
賀
文
庫
本
を
④
手
写
本
と
断
定
す
る
の
は
、
留
保
し
た
い
。
加
賀
文
庫
本
は
、
現

在
は
三
冊
で
あ
り
、
第
一
冊
表
紙
に
「
上
」、
第
二
冊
表
紙
に
「
中
」、
第
三
冊
表
紙
に

「
下
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
冊
の
内
題
に
「
輿
車
図
考　

車　

上
」、
第
三
冊
内
題

に
「
輿
車
図
考　

車　

下
」
と
あ
る
。
上
巻
の
目
録
の
「
下
巻
」
の
部
分
に
、「
別
テ

二
巻
ト
ス
、
榻
マ
テ
ヲ
今
中
巻
ト
シ
、
雨
皮
以
下
ヲ
下
巻
ト
ス
」
と
あ
り
、
本
写
本
の

親
本
が
二
巻
の
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
は
、本
文
で
指
摘
し
た
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③
原
書
（
副
本
）
一
六
巻
を
手
写
し
た
と
の
推
論
に
矛
盾
す
る
。

　
　

但
し
、『
輿
車
図
考
』
の
全
文
を
二
巻
に
ま
と
め
る
に
は
、
相
当
に
大
部
の
巻
子
本

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
を
二
巻
に
ま
と
め
た
痕
跡
を
も
つ
写
本
は
、
現

在
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
小
杉
の
言
う
「
巻
」
と
は
巻
子
本
の
数
の
こ
と
を
言
う
の
で

は
な
い
可
能
性
が
あ
り
、③
原
書
（
副
本
）
一
六
冊
が
二
つ
に
分
け
て
保
管
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
可
能
性
も
残
る
。

　
　

と
す
る
と
、
加
賀
文
庫
本
を
④
手
写
本
と
考
え
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
今
後
、
さ
ら
に

検
討
を
加
え
た
い
。

　
　

な
お
、
加
賀
文
庫
本
を
、
故
実
叢
書
を
小
杉
が
写
し
た
も
の
、
と
す
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
写
本
内
に
『
蜻
蛉
日
記
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

図
が
適
宜
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
否
定
さ
れ
る
。
故
実
叢
書
は
「
緒
言
」
の
い
う
よ

う
に
、
本
文
と
図
を
分
け
て
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

謝
辞
：

　
『
輿
車
図
考
』
の
写
本
閲
覧
を
許
可
下
さ
っ
た
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
・
静
嘉
堂
文

庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
・
東
京
大
学
附
属
図
書
館
・
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
明
治
大
学
中
央
図
書
館
・
神
宮
文
庫
に
心
か
ら
感
謝

す
る
。

付
記
：

　
『
国
書
総
目
録
』
は
『
補
訂
版　

国
書
総
目
録
』（
一
九
七
〇
、
岩
波
書
店
）
を
、『
唐
書
』

は
中
華
書
局
版
『
新
唐
書
』
を
、『
蜻
蛉
日
記
』
は
新
古
典
文
学
大
系
を
、『
葉
黄
記
』
は
史
料

纂
集
を
使
用
し
た
。

　

本
稿
は
、二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）
に
よ
る

「『
輿
車
図
考
』
の
研
究
」（
課
題
番
号20652048

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
）


